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●居宅介護支援事業所�
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●ケアホーム／こもれび・青空・つばさ・そよかぜ�
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●ケアホームあんずの郷�
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●地域生活支援センターゆい�
　堺市中区深井東町３１３４　‡０７２-２７７-９５５５�

■外来診察表�

権をたいせつにし、患者さんやご家族の「心のふるさと」になれるよう、患者さんの
立場に立ったやさしい医療をおこないます。�

新の医療知識と技術を身につけ、予防から急性期治療・社会復帰・在宅支援まで継
続的な質の高い医療を提供します。�

�
と風と緑」にあふれた、安全で快適な療養環境を提供します。�

域の中核病院として、行政機関や病医院・地域の方 と々協力し、保健・医療・福祉に
貢献します。�

頼される医療サービスを提供するために、経営の健全化につとめ、すぐれた医療従
事者を育てます。�
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●心療内科　●精神科　●神経科　●内科�

医療機関からの入院･転院のご相談は�
地域医療連携室で承ります。�
‡072-278-0381　5072-281-6615

専門外来（睡眠･小児･往診･女性･物忘れ･口腔）は予約制です�
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●急性期病棟５６床（C２病棟）�
●メンタルケア病床５０床（E３病棟）�
●慢性期･リハビリ病床１７４床（B１,B２,E２病棟）�
●老年期精神病・痴呆病床１２０床（D１,D２病棟）�
●合併症病棟６０床（D３病棟）　�
●精神療養病床１２０床（F２,F３病棟）　計６９０床�
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　謹んで新年のお喜びを申し上げます。�

昨年は、創立50周年の節目を超え、新たに一歩を踏

み出した1年でした。5月にスーパー救急開設、12月

には「べてるの家」講演会主催、その他にも様々大き

な挑戦を致しました。�

　堺市総合福祉会館で開催した「べてるの家」講演会

には、300名を超える方がお越し下さり、大盛況のう

ちに終えることができました。加えて大変学びの多い

講演会でございました。これもひとえに関係医療機関

ならびに近隣の皆様のご協力のおかげと心より感謝

致しております。�

　1月4日には、職員が一堂に会し新年を祝う互礼会

を行い、心新たに新年のスタートを切りました。本年

も停まることなく常に前に進んでいきたいと考えて

おります。何卒本年も、ご指導、ご支援をお願い申し

上げます。�

　また、皆々様のご健勝とご活躍を願い、本年が素晴

らしい1年となりますように祈念致しております。�

●椿科�

●学名  Camellia sasanqua                                

●冬の彩りさざんかが美しい時期です。�
　開花時期は、10/10頃～翌2/10頃。
花の少ない晩秋から初冬にかけて、
朝夕の冷たい空気に誘われるように
咲き出します。                     �

　日本が原産地。江戸時代に長崎の出
島のオランダ人医師がヨーロッパに
持ち帰り西欧で広まりました。�
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精神科病棟１５:１　急性期病棟１３:１　スーパー救急１０:１�
看護師比率７０％以上・看護補助１０:１�

愛の心で医療に奉仕を　　和の心で総力一致を　　励む心で創意工夫を�理念�
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　当院玄関に、（財）日本機能評価機構の認定証を飾っている

のをご存知ですか？機能評価とは、第三者機関が、病院を評

価するもので、約600項目をクリアして初めて、一定以上の

水準に達している病院として認定されます。認定機関は5年で、

更新審査を受けなければなりません。また、評価内容は、その

時代や社会の要請に合わせ厳しくなります。�

　認定病院は、認定されることに努力し続けなければなりま

せん。当院でもその一環として、定期的に院内のラウンドを

実施し、社会が求める基準に達しているか確認をしています。

具体的には、療養環境や医療安全、診療･看護･リハビリ機能

など、細かくチェックします。快適な療養環境では、院内放送

や携帯電話の使用ルールなど、療養環境を妨げていないか

というところまで項目に入ります。�

　患者さんはもとより、来院される全ての方に満足して頂け

る病院であるために、本年も努力をしてまいります。お気づき

の点などございましたら、「みなさまの声」BOXにご意見をお

寄せ頂ければ幸いに存じます。�

　12月15日18時より、当院主催、堺市の後援を頂き、堺東の堺市総合福

祉会館にて、北海道浦河町の授産施設「べてるの家」の講演会を行いました。�

　障害者の授産施設や作業所は各地に多くありますが、そのユニークな試みで大きな成果と成功を収めてい

るのが「べてるの家」です。日高昆布の生産、加工、販売で年商1億円。過疎化の進む浦河町の一大産業になっ

ています。元々は浦河日赤病院の精神科を退院した方々、精神障害を体験した回復者数名が教会の片隅で、

地元日高昆布の袋詰の下請け作業を始めたのがきっかけです。立ち上げメンバーでもある浦河日赤病院精神･

神経科部長の川村敏明先生、現北海道医療大学教授の向谷地生良先生が、メンバーの健康面、生活面での強

力なバックアップで現在も支えておられます。講演会は、川村先生、向谷地先生と、べてるの家のメンバーであ

る鈴木真衣さん、沼尾美代子さんの4名が、べてるの家での活動や当事者ご自身の生活など、ありのままをお

話しになりました。「べてるの家」の特長はメンバーが障害を持つことをそのまま受け入れ、自分のペースで

働き、生きているということで、ご自身の幻聴、幻覚の体験を隠すことなくお話になります。�

　会場には車椅子の方など障害を持った方やそのご家族、そして医療関係者など大勢お越し頂き、300名を超

える参加者がありました。質疑応答も活発で、最後に当事者の沼尾さんが「初めて大阪に来て」というところを

何度も名古屋と間違われると、その都度会場から笑いが起こり、「阪南病院は広くてきれいな病院、大阪にも来

てよかった」のあと「でも早く北海道に帰りたい」というコメントに大笑い。穏やかな雰囲気のまま閉会しました。�

　今回、べてるの家より川村先生、向谷地先生がお越しになりましたがお2人揃っての講演はとても珍しいよ

うで、参加の方も熱心に聞いておられました。また、川村先生は移動の途中や控え室などでよく携帯メールを見

ておられましたが、患者さんやメンバーさんからのSOSは完全オンコールで、講演途中でもとられるとのこと。

こういった関わりがメンバーを支える根底にあることに改めて感心しました。また、受付近くにべてるの商品

販売コーナーを設けましたが、書籍はもちろん、昆布商品が飛ぶように売れ、こちらも大好評でした。�

　11月30日（金）15：00から患者さ

んレクリエーションとして、はんなん

寄席を行いました。当日はプロの噺家、

大正琴演奏デュオ、マジシャンと多彩

な取り合わせで楽しませてくれました。�

　院内での開催は大好評の前回を

受けて今回が2度目で、随分前から

楽しみにされている患者さんが多数

おられました。

既に次回を期

待している方

もおり、よく

笑い、しっかり

楽しんだひと

ときでした。�

　当院では、施設外の喫煙場所を以下3ヶ所設置し、完全

分煙に取り組んでおります。趣旨ご理解の上、喫煙場所

以外での喫煙はご遠慮ください。�

　現在当院では、患者様やお越しになる皆

様のニーズに合った医療サービスを提供す

るため、ご要望やご意見を投書頂く「みなさ

まの声」BOXを設置しています。入院患者

様へは、各病棟に、外来患者様やご家族様、

ご来院の方々へは、外来待合にBOXを置い

ています。またデイケアや食堂などにも設置

しております。頂いたご意見はしっかり受け

止め、皆様にご満足頂けるよう、治療、看護に

活かしてまいります。どうぞ、忌憚のないご

意見をお待ち致しております。�
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　当院玄関に、（財）日本機能評価機構の認定証を飾っている

のをご存知ですか？機能評価とは、第三者機関が、病院を評

価するもので、約600項目をクリアして初めて、一定以上の

水準に達している病院として認定されます。認定機関は5年で、

更新審査を受けなければなりません。また、評価内容は、その

時代や社会の要請に合わせ厳しくなります。�

　認定病院は、認定されることに努力し続けなければなりま

せん。当院でもその一環として、定期的に院内のラウンドを

実施し、社会が求める基準に達しているか確認をしています。

具体的には、療養環境や医療安全、診療･看護･リハビリ機能

など、細かくチェックします。快適な療養環境では、院内放送

や携帯電話の使用ルールなど、療養環境を妨げていないか

というところまで項目に入ります。�
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の点などございましたら、「みなさまの声」BOXにご意見をお

寄せ頂ければ幸いに存じます。�
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　障害者の授産施設や作業所は各地に多くありますが、そのユニークな試みで大きな成果と成功を収めてい

るのが「べてるの家」です。日高昆布の生産、加工、販売で年商1億円。過疎化の進む浦河町の一大産業になっ

ています。元々は浦河日赤病院の精神科を退院した方々、精神障害を体験した回復者数名が教会の片隅で、

地元日高昆布の袋詰の下請け作業を始めたのがきっかけです。立ち上げメンバーでもある浦河日赤病院精神･

神経科部長の川村敏明先生、現北海道医療大学教授の向谷地生良先生が、メンバーの健康面、生活面での強

力なバックアップで現在も支えておられます。講演会は、川村先生、向谷地先生と、べてるの家のメンバーであ

る鈴木真衣さん、沼尾美代子さんの4名が、べてるの家での活動や当事者ご自身の生活など、ありのままをお

話しになりました。「べてるの家」の特長はメンバーが障害を持つことをそのまま受け入れ、自分のペースで

働き、生きているということで、ご自身の幻聴、幻覚の体験を隠すことなくお話になります。�

　会場には車椅子の方など障害を持った方やそのご家族、そして医療関係者など大勢お越し頂き、300名を超

える参加者がありました。質疑応答も活発で、最後に当事者の沼尾さんが「初めて大阪に来て」というところを

何度も名古屋と間違われると、その都度会場から笑いが起こり、「阪南病院は広くてきれいな病院、大阪にも来

てよかった」のあと「でも早く北海道に帰りたい」というコメントに大笑い。穏やかな雰囲気のまま閉会しました。�

　今回、べてるの家より川村先生、向谷地先生がお越しになりましたがお2人揃っての講演はとても珍しいよ

うで、参加の方も熱心に聞いておられました。また、川村先生は移動の途中や控え室などでよく携帯メールを見

ておられましたが、患者さんやメンバーさんからのSOSは完全オンコールで、講演途中でもとられるとのこと。

こういった関わりがメンバーを支える根底にあることに改めて感心しました。また、受付近くにべてるの商品

販売コーナーを設けましたが、書籍はもちろん、昆布商品が飛ぶように売れ、こちらも大好評でした。�

　11月30日（金）15：00から患者さ

んレクリエーションとして、はんなん

寄席を行いました。当日はプロの噺家、

大正琴演奏デュオ、マジシャンと多彩

な取り合わせで楽しませてくれました。�

　院内での開催は大好評の前回を

受けて今回が2度目で、随分前から

楽しみにされている患者さんが多数

おられました。

既に次回を期

待している方

もおり、よく

笑い、しっかり

楽しんだひと

ときでした。�

　当院では、施設外の喫煙場所を以下3ヶ所設置し、完全

分煙に取り組んでおります。趣旨ご理解の上、喫煙場所

以外での喫煙はご遠慮ください。�

　現在当院では、患者様やお越しになる皆

様のニーズに合った医療サービスを提供す

るため、ご要望やご意見を投書頂く「みなさ

まの声」BOXを設置しています。入院患者

様へは、各病棟に、外来患者様やご家族様、

ご来院の方々へは、外来待合にBOXを置い

ています。またデイケアや食堂などにも設置

しております。頂いたご意見はしっかり受け

止め、皆様にご満足頂けるよう、治療、看護に

活かしてまいります。どうぞ、忌憚のないご

意見をお待ち致しております。�
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水
な
し
で
服
用
す
る
と
、

薬
が
体
の
中
で
完
全
に
溶

け
ず
、十
分
な
効
果
が
あ
ら
わ
れ
ま
せ
ん
。
少
量
の
水

で
服
用
し
、薬
が
食
道
な
ど
で
止
ま
っ
て
し
ま
い
、そ

こ
で
薬
が
溶
け
出
す
と
効
果
が
減
弱
さ
れ
る
ば
か
り

で
な
く
、潰
瘍
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

　
胃
の
中
で
、薬
が
速
や
か
に
溶
け
、薬
の
十
分
な
効

果
を
得
る
た
め
に
は
、薬
と
一
緒
に
、水
分
を
た
っ
ぷ
り

と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。�

��

　�

�

　
薬
に
よ
っ
て
は
一
緒
に
飲
ん
で
も
よ
い
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、中
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
が
薬
の
成
分
と
化

学
反
応
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
た
め
、お
薬
を
服
用
す

る
と
き
は
、最
低
コ
ッ
プ
半
分
く
ら
い
の
水
か
湯
冷
ま

し
で
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
「
く
す
り
」
を
飲
む
と
き
に
は
、寝
た
ま
ま
よ

り
も
、立
っ
た
姿
勢
の
方
が
効
き
方
が
早
く
な
り
ま
す
。

と
は
い
っ
て
も･･･

熱
が
あ
っ
て
寝
込
ん
で
い
る
と
き
に
、

わ
ざ
わ
ざ
立
ち
上
が
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、せ
め

て
体
を
起
こ
し
、十
分
な
量
の
水
で
飲
む
こ
と
に
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
方
が
「
く
す
り
」
が
気
管
支
に
入
る
心

配
も
な
く
、安
全
だ
か
ら
で
す
。�
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錠
剤
を
細
か
く
か
み
く
だ
い
た
り
、カ
プ
セ
ル
剤
を

あ
け
て
、中
身
だ
け
を
飲
む
と
い
う
人
が
お
ら
れ
ま
す
。�

　
錠
剤
を
か
み
く
だ
い
た
り
、カ
プ
セ
ル
を
あ
け
て
飲

ん
で
も
、決
し
て
効
き
方
が
早
く
な
っ
た
り
、よ
く
効
く

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、危
険
な
場

合
す
ら
あ
る
の
で
す
す
め
ら
れ
ま
せ
ん
。�

「
く
す
り
」
の
錠
形
は
、そ
れ
ぞ
れ
目
的
を
持
っ
て
工
夫

し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
●
と
け
や
す
い
た
め�

　
●
胃
に
障
害
を
与
え
な
い
た
め�

　
●
少
し
ず
つ
と
け
る
た
め�

　
●
吸
収
さ
れ
や
す
い
た
め�

　
●
胃
で
は
な
く
腸
で
効
く
た
め�

　
●
長
時
間
効
果
が
持
続
す
る
た
め�

　
な
ど
の
た
め
、表
面
を
加
工
、コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
な

ど
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
錠
剤
を
か
み
く
だ
い
た
り
、カ
プ
セ
ル
を
開
け
た
り

す
る
と
、せ
っ
か
く
の
工
夫
が
無
意
味
に
な
り
、薬
の
効

果
が
な
く
な
り
、か
え
っ
て
体
に
よ
く
な
い
影
響
が
で

や
す
い
の
で
す
。�
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駐車場�駐車場�

1

2

3

1
2
3 喫茶ひだまり横�
C棟自動販売機横�
D棟隅�

施設外喫煙場所�

■
「
く
す
り
」
は
特
別
な
指
示
が
な
い
限
り
、か
み

く
だ
い
た
り
せ
ず
、そ
の
ま
ま
お
飲
み
く
だ
さ
い
。�

■
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
剤
が
大
き
く
て
飲
み
づ
ら
い

と
き
は
、く
す
り
を
違
う
タ
イ
プ
の
も
の
に
替

え
て
も
ら
え
る
か
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。�

お
く
す
り
を
飲
む�

と
き
は
、た
っ
ぷ
り
の�

水
か
湯
冷
ま
し
で
！�

�

 

お
茶
、ジ
ュ
ー
ス
、コ
ー
ヒ
ー
、牛
乳
な
ど
で�

「
く
す
り
」を
飲
ん
で
も
い
い
の
？�

錠
剤
は
、か
み
く
だ
い
て
飲
ん
だ
方
が�

よ
く
効
く
の
？�
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■外来診察表�

権をたいせつにし、患者さんやご家族の「心のふるさと」になれるよう、患者さんの
立場に立ったやさしい医療をおこないます。�

新の医療知識と技術を身につけ、予防から急性期治療・社会復帰・在宅支援まで継
続的な質の高い医療を提供します。�

�
と風と緑」にあふれた、安全で快適な療養環境を提供します。�

域の中核病院として、行政機関や病医院・地域の方 と々協力し、保健・医療・福祉に
貢献します。�

頼される医療サービスを提供するために、経営の健全化につとめ、すぐれた医療従
事者を育てます。�

「�

基
本
方
針�

●心療内科　●精神科　●神経科　●内科�

医療機関からの入院･転院のご相談は�
地域医療連携室で承ります。�
‡072-278-0381　5072-281-6615

専門外来（睡眠･小児･往診･女性･物忘れ･口腔）は予約制です�

●精神科救急入院病棟５０床（C１病棟）　�
●精神科急性期治療病床６０床（E１病棟）�
●急性期病棟５６床（C２病棟）�
●メンタルケア病床５０床（E３病棟）�
●慢性期･リハビリ病床１７４床（B１,B２,E２病棟）�
●老年期精神病・痴呆病床１２０床（D１,D２病棟）�
●合併症病棟６０床（D３病棟）　�
●精神療養病床１２０床（F２,F３病棟）　計６９０床�
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黒田・野村�

　謹んで新年のお喜びを申し上げます。�

昨年は、創立50周年の節目を超え、新たに一歩を踏

み出した1年でした。5月にスーパー救急開設、12月

には「べてるの家」講演会主催、その他にも様々大き

な挑戦を致しました。�

　堺市総合福祉会館で開催した「べてるの家」講演会

には、300名を超える方がお越し下さり、大盛況のう

ちに終えることができました。加えて大変学びの多い

講演会でございました。これもひとえに関係医療機関

ならびに近隣の皆様のご協力のおかげと心より感謝

致しております。�

　1月4日には、職員が一堂に会し新年を祝う互礼会

を行い、心新たに新年のスタートを切りました。本年

も停まることなく常に前に進んでいきたいと考えて

おります。何卒本年も、ご指導、ご支援をお願い申し

上げます。�

　また、皆々様のご健勝とご活躍を願い、本年が素晴

らしい1年となりますように祈念致しております。�

●椿科�

●学名  Camellia sasanqua                                

●冬の彩りさざんかが美しい時期です。�
　開花時期は、10/10頃～翌2/10頃。
花の少ない晩秋から初冬にかけて、
朝夕の冷たい空気に誘われるように
咲き出します。                     �

　日本が原産地。江戸時代に長崎の出
島のオランダ人医師がヨーロッパに
持ち帰り西欧で広まりました。�

つばき�

精神科病棟１５:１　急性期病棟１３:１　スーパー救急１０:１�
看護師比率７０％以上・看護補助１０:１�

愛の心で医療に奉仕を　　和の心で総力一致を　　励む心で創意工夫を�理念�
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